
２０２０年２月、セーリング競技の支援アスリート、須長由季（すなが ゆき）選手が、ＲＳ：Ｘ級女子の東京

五輪代表※２に選ばれました。２０２０年２月２５日～２９日までオーストラリアで行われた世界選手権で日

本人トップとなり、日本セーリング連盟が定める選考会の総合得点で１位が確定しました。須永選手は２０

１２年のロンドン大会以来、２大会ぶりの五輪代表です。３月１７日には、代表内定を報告するため品川本

社に来訪しました。 ※２ 東京五輪は新型コロナウィルスの影響により２０２１年７月に延期

２０２０年５月１日

１．セーリング競技の須長由季選手が東京五輪の代表に選出

大東建託株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：小林克満）は、２０１４年より、未来のアスリート支援

プロジェクト「ＴＥＡＭ ＤＡＩＴＯ（チーム大東）」を結成し、現在５２組※１のアスリートを支援しています。

新型コロナウイルスの感染拡大により、当社が支援するアスリートも、競技大会の中止や延期、練習場所の閉鎖

など様々な影響を受けています。しかし、アスリートの前向きな努力や情熱、夢に挑戦し続ける姿は、人に喜びや

感動を与え、未来を切り開く力になると信じ、当社は今年度も引き続き、競技の発展とアスリートの成長に貢献で

きるよう積極的に支援をしていきます。

５年目となった２０１９年度は、セーリング競技の須永選手が東京五輪の代表に選出される他、一般社団法人全

日本ＢＭＸ連盟（ＪＡＰＡＮ ＢＭＸＦｅｄｅｒａｔｉｏｎ、略称：ＪＢＭＸＦ）とのスポンサー契約により、「ＪＢＭＸＦ大東建託シ

リーズ」が初開催されるなど、大きな話題が続きました。また、スポーツへの理解を深めてもらうため、ビーチサッ

カー体験会や、ラグビー元日本代表トンプソン・ルーク選手を招いてのラグビー体験会なども開催しました。
※１ ２０１９年１１月時点

未来のアスリート支援プロジェクト

「 「ＴＥＡＭ ＤＡＩＴＯ（チーム大東）」２０１９年度活動報告
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将来の活躍が期待されるアスリートを支援するため、創業４０周年を機にスタートした当プロジェクトでは、お客

様や地域社会のために情熱を注ぎ続ける企業でありたいという思いから、同じように情熱をもって夢に向かい

挑戦している未来のアスリート全５２組を支援しています。支援の対象は、オーナー様、入居者様、当社社員、

およびそのご家族です。

≪ホームページ≫ http://team-daito.com/

≪支援競技一覧≫ ライフル射撃、陸上ホッケー、棒高跳び、カーリング、ビーチサッカー、サッカー、空手、柔道、フェ

ンシング、ゴルフ、ＢＭＸ、スキー、スキージャンプ、セーリング、テニス、マウンテンバイク、卓球、ア

イスホッケー、女子野球、体操、テコンドー、レスリング、ラグビー、バドミントン、ブラインドサッカー、

車椅子バスケットボール、車椅子ソフトボール、車椅子卓球、障がい者卓球、フィギュアスケート、

馬術、クロスカントリースキー（順不同）

はじめに 未来のアスリート支援プロジェクト「ＴＥＡＭ ＤＡＩＴＯ（チーム大東）」とは

写真左から、当社代表取締役社長 小林、須永選手 来訪した須永選手
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http://team-daito.com/


「未来のアスリート支援プロジェクト（チーム大東）」では、ＮＰＯ

法人スポーツコミュニティー軽井沢クラブが取り組む「カーリン

グ未来プロジェクト」を応援しています。

２０１６年に始まった当プロジェクトでは、次世代のトップカーリ

ング選手を育成するため、２１歳以下の選手を対象とした

「カーリングアカデミー」を開催しています。２０１９年度は高校

生を中心に男女１８名が所属し、１２月にフィンランドで開催さ

れた世界ジュニアＢカーリング選手権では、女子代表として出

場したＳＣ軽井沢クラブＪｒ.ｂが優勝し、育成による成果が出始

めています。

２．「ＪＢＭＸＦ大東建託シリーズ」を初開催

２０１９年４月、ＪＢＭＸＦとのスポンサー契約により、「ＪＢＭＸＦ大東建託シリーズ」が初めて開催され、公益財

団法人日本自転車競技連盟の公認大会として全５戦が行われました。

≪「ＪＢＭＸＦ大東建託シリーズ」一覧≫

 第１戦 ：２０１９年４月２８日（日）
岡山県笠岡市（太陽の広場）

 第２戦 ：２０１９年６月２日（日）
埼玉県秩父市（滝沢サイクルパーク）

 第３戦 ：２０１９年８月１８日（日）
新潟県上越市（金谷山公園）

 第４戦 ：２０１９年１０月２０日（日）
大阪府堺市（大泉緑地公園）※３

 第５戦 ：２０１９年１１月３日（日）
茨城県ひたちなか市（国営ひたちなか海浜公園）

※３ 第４戦については、ＵＣＩ大阪国際として実施し、ＪＢＭＸＦシリーズを兼ねています

３．カーリング未来プロジェクト「カーリングエリートアカデミー」の活躍

熱戦を繰り広げる選手たち

優勝したＳＣ軽井沢クラブＪｒ．b

２

４．障がい者スポーツへの理解促進イベントを開催

２０１９年９月５日、大東建託株式会社品川本社にて、野村

證券株式会社と合同で、「ボッチャ大会」を開催しました。

ボッチャを通じて障がい者スポーツへの理解を深めることを目

的に、両社で合計１３０名（大東建託グループ従業員６９名・

野村證券従業員６１名）が参加して行われました。試合中の

良いプレーには、この大会から生まれたオリジナル手話「ナイ

スボッチャ！」で声を掛け合い、障害のある従業員と積極的

にコミュニケーションを図り、会社の垣根を越えてボッチャを通

じて盛り上がりました。

参加者からは、より多くの人に障がい者スポーツや手話に対し

て興味をもってもらいたいとの声がありました。

熱戦を繰り広げる参加者たち



２） ラグビー元日本代表 トンプソン・ルーク選手を招き「ラグビー体験会＆トークショー」

６．「Ａｉ Ｓｕｇｉｙａｍａ Ｃｕｐ」への協賛

２０１９年１１月１７日から２４日まで、柳島スポーツ公園（神

奈川県茅ケ崎市）にて、ＩＴＦ J５ Ｃｈｉｇａｓａｋｉ「Ａｉ Ｓｕｇｉｙａｍ

ａ Ｃｕｐ」が行われました。

国際テニス連盟公認の国際大会でもあるこの大会は、１８

歳以下を対象としたジュニアテニスプレーヤーの登竜門で

す。大会最終日には、杉山愛さんによるテニスクリニックが

開催され、貴重なテニス体験の時間となりました。

２０２０年２月２日に、ＴＯＹＯ ＴＩＲＥＳ 豊洲ドーム（東京都江

東区）にて、ラグビー元日本代表のトンプソン・ルーク選手を

ゲストに招き、「ラグビー体験会＆トークショー」を開催しまし

た。

子供と大人をあわせ約１００名が参加し、トンプソン選手によ

るタックルなどのデモンストレーションやトークショーの他、タッ

チラグビー体験会とミニゲームが行われました。ミニゲーム

にはトンプソン選手も参加して子供たちと一緒にプレーし、

トークショーでは、ワールドカップや引退後の話など、トップア

スリートの貴重な話を聞くことができました。

テニスクリニック参加者の集合写真

ミニゲームに参加するトンプソン選手

未来のアスリート支援プロジェクト「チーム大東」では今後も、夢を持って挑戦するアスリートを応援し、競技の

発展とアスリートの成長に貢献できるよう支援していきます。

３

５．トップアスリートによる体験会を通じて競技の魅力や楽しさを発信

１） チーム大東の松田圭祐選手を招き、ビーチサッカー体験会を開催

２０１９年７月５日に、「ＴＡＫＡ ＦＩＥＬＤ」（神奈川県横浜市）に

て、２０１８年度にチーム大東へ加入した松田圭祐（まつだ

けいすけ）選手と松田選手が２０１９シーズンに所属していた

「東京レキオスｂｓ」のメンバーを招き、ビーチサッカー体験会

を開催しました。

子供２０名、大人４０名が参加し、コーチ陣による講習会、

お楽しみ企画「ビーチフラッグス」、ミニゲームを行いました。

ビーチサッカーは砂の上で行われるため足への負荷が想像

以上に大きく、砂上でのボールコントロールの難しさに苦戦し

ながらも新感覚のサッカーを体験いただきました。
砂上でのサッカーを楽しむ参加者

＜報道関係者 お問い合わせ先＞

大東建託株式会社 広報部 メール：koho@kentaku.co.jp

※直通電話（０３-６７１８-９１７４ ）は、２０２０年５月３１日までの期間停止されております。
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